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尚宜威王の墓
●所在地 沖絹市字越来那志原1, 085番地

●管理者 湧川静子（那覇市字寄宮314番地）
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調 査 の 概 要

尚宣威王の塞の調査が昭和54年 9 月 16 日午後

1 時から沖棚市教育委員会の手によって行われ

た。 調査主任には名嘉真宜勝読谷村立歴史民俗

資料館長があたり、 沖羅県史料編集所の高良倉

吉氏や市文化財調査審議委員、 市社会教育課職

員の手によって調査が実施された。 尚宣威王の

墓は、 字越来那志原のセ ー シャ ー 川をのぞむ崖

の中腹にあるため、 調査には強固な足場を必要

とし、 更に囲い込み墓の墓石がわずかプロ ック

3個分の大きさしかないために塞の内部には大

人が 2~3 名しか入れなく調査に時間を要した。

塞の内部は天井の高い所で 123cm 、幅 280cmで、

入母屋式石製厨子が2個あった。 その1つは、

寛文4年(1664)の銘があり身前面2ケ所に文

字、 刻文があり、 残りの棺は銘がなかった。

- 2 -

墓が崖の中腹（約3m)にあるため強固な

足場を設営して調査に着手した



見取図
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尚宣威王の墓へ昇る階段

尚宣威王の陪案内図
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尚宣王の墓内部図

137 cm 

①入母屋式石製厨子

口↓
②入母屋式石製厨子

口 • この位置で天井の高さ123 cm

→ 

← 58cm 

入口
ブロ ック壁

※墓口の巾はブロ ック1個分の長さ 約30cm。

高さは3個分 60cm。

顔面はブロ ック5個を積んでいる。 上方のスキマはセメント

で塗ってある。 高さ 124 cm。
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①入母屋式石製厨子

← 26.5 cm ー一斗

52cm 破 損

正面身、 穴2個、 朱線が入っている。 蓋片隅が破損。 中には骨片あり、

その他の雑物が混入している。 蓋の破損は比較的新しい傷跡である。

銘などなし。
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（墓の内部）
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②入母屋式石製厨子（石灰岩製）
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身 幅43 横51 cm 

蓋 幅47 横61 cm 

身前面、 ニケ所に文字、 刻文あり。

寛文4 年(1664年）

- 9 -



炉人
之
CL

午＇
、
と^
土
l
せ
4

B｀
毛
ー＿`r

ー、

ヒ
リ‘
ェ
ギ‘

ス

t
江

戸
人

大

ー、
へ

女

ふ

ー

,＇
卜

to

共、一
ズ
l

ク

／

曰
大
日
1
,

｝

の

人
り
↓
ベ
ャ

日

う

ゑ
セ
イ
と
き
け‘
卜

大
あ
刃
ー

布

ト

官
文
四
年

（
一

大

ー
サ
ブ
言口
｀

杷
L
、、

祐申

+[
ー

杢^
年）

と
り
さ
之
申
條

※

訳
文
は
一

月
二
十
一

日、

高
良
倉
吉
氏
教
示。

一

人

は

此

I
-
l

/
 

大
て
り

す

手

o

g

ロ
ロ

申

候

曰
'-
^

a
J

う
よ

国
団

ざ之
中
候

く
と
し
、
双

十

月

大
み
む
し

カ
ヶ

申‘
ュ
Kィ

-10 -



尚宣威の墓の向って左側の墓（俗にウナジャラの墓と称す）

入 口

k- 150 cm 
→I← 66. 5 cm

96 cm 

66. 5 cm

ブロ ック
塞 口
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1 70 cm 

※墓の前面は切石積み、 墓口は

ブ ロ ックで閉じてある。

中には、 凝灰岩製の石棺1個

あるのみ。



14― 5 0 cm �, 

凝灰岩製厨子（入母屋式）

71 cm T
、/
j
↑

60. 5cm ＞ 

57cm 

I I 

10cm 1 ー

L

蓋 たて56cm Xよこ71cm 

身 たて42cm Xよ こ60. 5 cm X 高さ 57cm 

銘なし、 中には頭蓋片と長管骨あり。
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尚宜威 に つ い て

琉球歴史年表によると、 尚宣威（尚円王の弟）は、 1477 年（中国年号成化 13年、

日本年号文明 9 年）48 オで王位に即くも在位 6 ヵ月で、 王位を 尚真（尚円の世子）に

譲る。 神号「西の世の主」とある。

ところで、 尚円王統は、 19 代、 409年間つづいた。

尚円は、 1470 年（中国年号成化 6 年、 日本年号文明 2 年）王位につくと、 弟の尚

宣威を越来間切の惣地頭として越来城に配置したので、 尚宣威は「越来王子」と称さ

れ るよ うになった。 ときに、 尚円は56オ、 尚宣威は41 オであった。

尚宣威は、 越来王子として6カ年間、 越来 城ですこ‘した。

ところが、 尚円は、 1476 年、 在位 7 年、 62 オで崩じた。 その時、 世子の尚真は、

まだ13 オの少年だ ったので、 1477 年、 尚宣威は諸臣におされて王位をついだのである。

X X X X X 

在位6カ月で退位した尚宣威について、 史家はいろいろ書いているが、 「中山世鑑」

によると、

成化 12年 (1476 年）丙申 7 月28 日、 尚円公御在位 7 年、 寿62ニシテ斃ジ給ヒ、 世

子久米中城王子嗣ィデ立チタモフベカリシニ、 群臣餃議アッテ、 世子久米中城王子

ハ今、 幼少二御座ケル間、 成長シ給フマデハ、 御舎弟越来王子ヲ主君トシ奉ラント

テ、 即位シ奉ル。 コ レヲ尚宣威トナス。

と、 あるので、 尚宣威は尚真が成長するまで の王位継承とい うことであったのだろう。

尚宣威の王位交替にまつわる記録は、 「 神々のお告げ」と称する神意にしたがって

行われたといわれ、 「中山世鑑」には、

御即位ノ年ノニ月、 陽神（キミテヅル）現レ給ィケレバ、 尚宣威 コ レハ必定我ガ慶

賀（モモガホウゴト）ノタメニ、 オリサセ給フ神ニテゾアラン、 卜悦ビ思召シテ、

才ヌシ（大主）ハ帝座二伏セ給テ、 久米中城王子（尚真）ヲパ帝座ノ脇ニゾ立セ給

フ。 旧例ニハ君々神々、 内原（内殿）ヨリ出給フテ、 キミ ホ コ リ（奉神門）ノ前ニ

東西二立チ給ヒケルガ、 今度ハ例二異リ、 西面ニゾ立給ヒケル。 サルホドニ、 上君

ヲ初メトシテ、 下老男女ニイタルマデ、 コ レハ何事ヤアラント、 肝ヲ冷シ、 手ヲ握

リ、 カタズヲ飲ンデイタル処二、 神記（ミセセリ）有ケルハ、

首里ォワル王（テダ コ ）我ガ思子ノ遊ビ見物、 遊ビ躍（ナヨ）レパノ見物、 鷲ノ
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羽差シ給ワチヘ。

ト、 神歌ヲゾ召サレケル。 尚宣威王聞召シ給フテ、 我ソノ徳二非ズシテ、 帝座ヲ汚

シタルコト、 コレ天ノトガメ有リケルゾヤトテ、 在位6ヵ月ニシテ、 御位ヲノガレ

テ、 世子中城王子ヲゾ即位ナリ奉リ給フ。

と、 ある。 神歌の意味は「我が世子の欣喜雀躍し給うみ姿の美 しさよ、 鷲の羽をかざ

し給う御子こそ、 我が王である。 」ということで、 我が世子とは、 尚円の世子尚真を

指している。

このことについて、 中山世鑑で羽地朝秀は、

ヒソカニオモフニ、 神ノ尚宣威ヲ廃シ給フハ、 全ク世子ヲ廃シテ、 自ラ立チ給ヒタ

ルヲ悪ミ給フニハ非ザルベシ。 タダ尚真公、 聖ナレパナリ。

と述べている。

後世、伊波普猷氏は、 この神の出現について、

この事件が、 トキュタの差金によって起ったことは、 大方推測することができるの

であるが（中略）こう したことが、 400年前に、 首里城内でも行われたのである。

尚宣威を退位させる時に出現したキミテズリも、 その正体はまさしく人間であった。

と述べ、 神の出現は、 尚円王未亡人世添御殿（よそえおどん）が、 内原の女官たちを

かたらっての策略であったように匂わしている。 （沖縄歴史物語・山里永吉）

ここで、 世添御殿について「沖縄歴史物語」から要点を抜粋して見る。

「尚円王未亡人、 つまり尚真王の母后、 世添御殿は、 そのとき32オの、 権勢欲も、

虚栄心も、 十分もった女ざかりである。 「王代記」によると、

尚円王妃、 世添大美御前加那志、 童名ハ宇喜也嘉（ウキャカ）正統10年乙丑生、 弘

治18年乙丑 3 月初 1 日斃ズ。 寿61。 月光卜号シ、 玉陵二葬ル。 父ノ名ハ伝ラズ。

と、 あり、 尚円と30 オも歳がちがうから、 或は第何番目かの夫人であったのだろう。

そ れにしても、 尚円は、50オまで子供がなかった訳だから、 はじめて世子尚真を生んだ

世添御殿の権勢は、 想像できる。 したがって、 彼女が、 幼い尚真に代って尚宣威が即

位したことに、 不満をおぼえたのも当然であろう。 （中略）世添御殿は、 キミテズリ

を出現させて、尚宣威を越来に隠遁させ、 尚真を王位につけると、 みずからその後見と

して、 政治をとっていたのであろう。 いわゆる簾政である。

伊波普猷氏は、 そういった世添御殿を評して、 尚円王妃・ウキャカ（世添御殿）は、

尚円斃去のとき、 30を 1 つ 2 つ越した位の女盛であったから、 世の多くの貴族社会の

未亡人に見るように、精力があり余って仕様がなく、 とうとう、 ヒ ステリックになって
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いた の だ ろ う。 そのひとり息子の尚真は、 13オで、 王位に即いても差支えない年頃

になっていたの である。 それに政治家たちが、 これを差しおいて、 叔父の尚宣威を王

位につけたもの だから、 彼女のかんしゃ く玉は、 ついに爆発して、 キミテズリの 出現

となったのである。

と述べているが、 そういった世添御殿に対して、 尚宣威の意地のなさは、 かえって

彼女の嫌悪をあおり！こてたようである。

尚宣威は、 先王尚円の たった一人の弟である。 したがって、 尚円亡きあとは、 とうぜ

ん国政その他あらゆる点で相談にあずかるべき人物であった。 ところが、 王位を捨て

た尚宣威は、 越来に隠退すると、 その 年の8月に越来で亡 くなっており、 その墓陵も

今の ところわかっていない。 （註・尚宣威 王 を祖先とする向姓、 湧川門中では、 字越

来のセ ー シンジ ャ ー 川のほとりにある古墳を尚宣威の墓としてあがめている。 ）

さて、 キミテズリなる神は一 体、 どんな神であったか、 琉球歴史夜話（源武雄）は、

次の ように記している。

「 1477 年（支那年号成化 13年、 日本年号文明 9 年） 2 月の ある日の ことである。

国頭間切の辺戸のアフリ嶽という山に、 飛行機の落下傘の ようなものが二つ三つ現れ

た。 赤い色のものや、 黄色いものなど、遠方からもよく見えるほどの 大きな傘で、 傘の ふ

ちには房がついている。 五色鮮や かに、 山に浮んでいる光景は実に壮観である。

この 山に突如として出現した大きな異様な傘を発見した附近の住民は、 びっくりし

て叫んだ。

「神様が天降（あも）り遊ばしましたよ ー 。」

「どれどれ、 どこに？」

「ほれ、 見ろ、 アフリ嶽の 上だよ。 」

「あら、 ほんとだ。 まァ、 きれいな、 大きな傘だね、 一本、 二本、 三本。」

「神様は、 いつお出でになったの かしら。」

「ゆうべだよ。 だって、 昨日の明るいうちは何もなかったじゃないか。 きっと、 昨夜

僕たちが寝しずまっているうちに、 そっと天から降りて来られたんだよ。」

「あ＼、 ありがたや、 ウ ー ト ー ト。 」

突如たる天神の 降臨に驚いていた村人たちは、 やがて冷静をとりもどして、 山上の

大きな五色 の 傘に合掌した。•そして、 全戸に神様の 出現をふれ廻った。 辺戸部落は、

もちろん、 この 神様出現の噂は忽ち次から次へと伝わり、 沖縄中に拡がった。（中略）

この 村に天から天（あま）くだった神様の名は、 キミテズリという神様であった。
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この神様は、 琉球王が即位すると｀ その即位を賀し、 新し い 王様に霊力をあたえ、 か

っ、 新王の御世が大平になるように守護してあげると い う使命をもって、 首里城の正

殿を訪れる神様であるが、 王の在世中に、 たった一度だけ訪れてくると い う
．
、 い とも

尊く、 恐れ多く、 そして又、 珍らし い お客様であった。 ・（中略）飛脚から、 この報を

受けとった首里王府では、 尚宣威王の即位を賀して、 王としてのセジ（霊威）を授け

て下さる大神の出現だと い うので、 王宮内は忽ち緊張した異常な興奮につつまれた。

神託政治がまだ行われて い たこの時代では、 それは当然であった。 この神様を迎える

準備がすすめられた。 （中略）

尚円王が即位した時にも、 1473 年（成化 9 年） 3 月 9 日に首里城を訪れて、 尚円

の即位を賀するオモロを唱ったので、 尚宣威もその例になら い 、 正殿前の広場石段の

近くに王の坐る王座を設け、 多くの群臣を左右に待立せ しめて、 キミテズリの神が即

位をことほぐオモロを唱うのを待った。

尚円王の長子である尚真は、 この時まだ13 オの幼年であったが、 尚宣威王の側に椅

子が置かれて、 王の側に待立していた。

さて、 い つもの例だと、 神々たちは内原（後宮）から出て、 カラハ ー フ（正殿）の

前に現れ、 王の王座に向ってならぶのであったが、 今度はそれが前例と異って、 神々

たちは王座 を 背に して西面して並んだのである。 この異例の光景を見た尚宣威王を始

め、 王妃、 群臣まで、 一体どうしたのだろう？と不審がって、 これは、 なにか あるな

と直感して不安に顔をくもらせた。

すると、 神の託宣が、 オモロとなってうたわれ出した。 そのオモロは、

「首里をはるてだこが

をもひぐわのあそび

みものあそび なよればのみもの」

と い うのであった。 （中略）

元来、 このキミテズリ神が首里城を訪れてくるのは、 新王の即位をことほぎ、 王を

讃美するために出現することになって い るのに、 今度は前例を破って、 王座に背をむ

けた神々の列び方に不吉な予感がして い たところへ、 託宣のオモロを聞いてみると、

宣威王を讃美するオモロは少しもうたわず、 王の側に立っている13 オの幼 い 尚真を讃

美するォモロを唱ったのである。

これを聞 い た尚宣威王は、 がく然として色を失ってしまった。 キミテズリの神から

見はなされたからである。 居並ぶ群臣も動揺の色をかくし切れず、 神女たちが式場か
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ら退場すると、 不安におそわれながら引きあげていった。 世がわりを直感したからで

ある 。」

以上が、 尚宣威の王位継承と、 退位までのいきさつであるが、 祭政 一 致の時代で、

とくに、 オキャカ（尚円王未亡人）の策謀によって退位に追いこまれた尚宣威の晩年

‘ は、 悲劇の人生として取り沙汰されている。

尚宣威は、 1477 年王位についたが、 キミテズリの神のご宣託で退位して越来城に

ひきこもり、 その年の8月に病没したとい う。

ところで、 越来のセ ー シンジャ ー 川のほとりの断崖にある尚宣威王の墓を開けて調

べたが、 墓陵内には一 基の石棺が置かれているだけだった。 石棺には「阿母志良礼」

の文字が見られた。

なお、 尚宣威の墓について、 その墓所の異説も出ている。 その一つは、 尚宣威の墓

は、 北谷城（ぐすく）にあるとする説、 いまひとつは沖縄市の津嘉山森に墓所がある

とする記録がある。

今後の調査が必要であろう。
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この報告書を作成するにあたり、 次の方々に

お世話になりました。

読谷村立歴史民俗資料館

名嘉真 宜 勝

沖縄市文化財調査審議委員

青 山 洋 二

尚宣威王の墓
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